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福島学院大学大学院心理学研究科臨床心理学専攻の教育

１．教育研究および人材育成の目的

＜研究科の目的＞

　本大学院は、教育基本法、学校教育法に則り、学院創立者の信念である「真心こそすべてのすべて」
という建学の精神に基づき、「真心」と「思いやり」を教育の根本におき広い視野に立って精深な学
識を授け、専攻分野における研究能力および高度の専門的職業を担うための能力を培うことを目的と
しています。 （福島学院大学大学院規則第２条）

＜教育研究および人材育成の目的＞

　本大学院心理学研究科は、心理学領域の理論および応用を教授研究し、心の問題の今日的な課題に
対応できる、高度で専門的な実践能力と研究能力を養い、心理的支援に習熟した人材を育成します。
 （福島学院大学大学院規則第７条第１項）

　臨床心理学専攻は、病院・学校・企業・施設などの現場において、心理相談、心のケアができる高
度な人材の育成を目指すことを目的としています。 （福島学院大学大学院規則第７条第２項）

　臨床心理学は、実践を通して「こころ」の諸相を探求・解明し、新しい理論や支援技法を構築する
研究領域です。本専攻では、臨床心理学領域の理論及び応用を教授研究し、心の問題の今日的な課題
に対応できる高度で専門的な実践能力と研究能力を養い、心理的支援に習熟した人材を育成します。

１）臨床心理学の今日的課題に対応できる人材の養成

　今日では発達障害児の発達・適応支援や成人の社会復帰支援、教育現場での成長・就学支援など、
１対１の心理療法だけでは解決しにくい心理的問題が増加し、対応が求められています。そこで、
基本的な心理療法の力だけでなく、臨床心理学の今日的問題への支援方法についても学び、実践力
を高めます。

２）専攻分野における研究能力を育てる

　臨床心理学では、常に研究的視点を持ちながら個々の事例に対応し、そこから見えてくるものを
研究成果としてまとめていくことが進歩へと繋がります。そのために、幅広く深い学識と臨床心理
学の研究能力を育てます。
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３）本専攻における達成目標

　上記のような人材を養成するためには、どのようなことが身につけばよいのでしょうか。これを
まとめたものとして、以下に示す本専攻の達成目標があります。授業等の履修によって、学生のみ
なさんが身につけるものとして本専攻では以下の５つを達成目標としています。また、達成目標と
授業との関連を示すカリキュラムツリーを策定しています。カリキュラムツリーについては、「４．
教育課程と履修方法／２）履修方法／⑸カリキュラムツリーおよび履修モデル」をご覧ください。

達成目標
１）臨床心理学に関連する基礎的・専門的知識を修得する。
２）対象を多角的・実証的・総合的に理解する視点を持つ。
３）問題の発見および解決の具体的方針を提案できる力を持つ。
４）個別・集団・地域等、様々な臨床的支援の対象に関して、見立ておよび介入できる力を養う。
５）臨床心理学的視点から問題意識を持ち、臨床実践に貢献する研究を実施する力を養う。

２．入学者受け入れ、教育課程の編成および学位授与の方針

＜入学者受け入れ方針＞
大学院心理学研究科臨床心理学専攻

　本専攻では、将来、心理的援助の専門家として学校や医療現場、相談機関等で活躍したい方、本研
究科で学んだ知識や技術を現在の職場で活かしたい方、臨床心理学について深く学びたい方など、積
極的で意欲の高い学生を求めています。

＜教育課程編成方針＞
大学院心理学研究科臨床心理学専攻

１．様々な現場において、心理相談、心のケアのできる高度な人材を育成するため、必修科目および
選択科目（５群）を開設します。
２．研究的視点をもち心理臨床を実践し、実践による知見を研究成果としてまとめられるよう、学位
論文の作成等に対する指導計画を策定します。

＜学位授与方針＞
大学院心理学研究科臨床心理学専攻

１．大学院心理学研究科臨床心理学専攻では、次の要件の全てを満たす学生について、修了を認定し
ます。
ａ．必修科目24単位、選択科目10単位以上計34単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けたう
え、修士論文の審査および試験に合格していること。ただし、心理系学部・学科を卒業していな
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い者は、定められた単位の他に「臨床心理基礎演習」（２単位）を必修に加えて、計36単位以上
を修得していること。

２．修了を認定した者に下記の学位を授与します。
　　　学位名　修士（臨床心理学）

３．研究科・専攻の名称および学位の名称

　研究科・専攻の名称：心理学研究科臨床心理学専攻
　英訳名称：Division of Clinical Psychology,

Graduate School of Psychology< Master’s Course >,
Fukushima College

　本専攻修了により授与される学位：修士（臨床心理学）
英文表記：Master of Clinical psychology

４．教育課程と履修方法

１）教 育 課 程

表１．教育課程表

授 業 科 目 講義
形態

単位数 授業
回数 備　　　考

必修 選択

専門科目
臨床心理学基礎科目
臨床心理学特論Ⅰ
臨床心理学特論Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ
臨床心理面接特論Ⅱ
臨床心理査定演習Ⅰ
臨床心理査定演習Ⅱ
臨床心理基礎実習Ⅰ
臨床心理基礎実習Ⅱ
臨床心理実習
臨床心理基礎演習

（Ａ群）心理学研究基礎科目
心理学研究法特論
心理統計法特論
臨床心理学研究法特論 

（Ｂ群）基礎心理学科目
発達心理学特論
教育心理学特論

講義
講義
講義
講義
演習
演習
実習
実習
実習
演習

講義
講義
講義

講義
講義

２
２
２
２
２
２
１
１
２

２

２
２
２

２
２

15

15

15

15

15

15

15

15

30

15

15

15

15

15

15

専門科目は、必修科目24単位及
び選択科目より各群２単位以
上、計10単位以上修得する。（た
だし、心理学系の学部・学科卒
業者以外は、この他に臨床心理
基礎演習２単位を必修とする。）
修了要件は合計34単位以上（上
記ただし書きに該当する者は36

単位以上）を修得し、修士論文
の審査及び試験に合格するもの
とする。
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授 業 科 目 講義
形態

単位数 授業
回数 備　　　考

必修 選択

（Ｃ群）応用心理学科目
家族心理学特論
職場メンタルヘルス特論

（Ｄ群）精神医学関連科目
精神医学特論
精神薬理学特論
発達障害児心理学特論
発達障害児心理学演習

（Ｅ群）臨床心理学応用科目
心理療法特論
発達障害児援助実習
学校臨床心理学特論
グループ・アプローチ特論
臨床心理地域援助特論

課題研究
臨床心理課題研究Ⅰ
臨床心理課題研究Ⅱ
臨床心理課題研究Ⅲ
臨床心理課題研究Ⅳ

講義
講義

講義
講義
講義
演習

講義
実習
講義
講義
講義

演習
演習
演習
演習

２
２
２
２

２
２

２
２
２
２

２
２
２
２
２

15

15

15

15

15

15

15

30

15

15

15

任意
任意
任意
任意

課題研究は、研究指導のための
科目とする。
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２）履 修 方 法

⑴ 修了に必要な単位数
必修科目24単位、選択科目Ａ～Ｅ群より各２単位以上、計10単位以上、総計34単位以上を修得
します。
　ただし、心理学系学部・学科を卒業していない者は、上記単位の他に「臨床心理基礎演習」（２
単位）を必修に加えて、計36単位以上を修得する必要があります。

⑵ 修 了 要 件
修了要件は、計34単位以上（上項ただし書きに該当する者は36単位以上）を修得し、修士論文

の審査及び試験に合格することです。

⑶ 科目配置と履修制限
基礎的学習から応用的学習、臨床的学習へと学習を積み重ねるために、次の履修制限があり

ます。

【履 修 制 限】
◎「発達障害児心理学演習」を受講するためには、
　「発達障害児心理学特論」の単位をすでに修得している必要があります。
◎「臨床心理基礎実習Ⅱ」を受講するためには、
　「臨床心理査定演習Ⅰ」「臨床心理基礎実習Ⅰ」の単位をすでに修得している必要があります。
◎「臨床心理実習」を受講するためには、
　「臨床心理学特論Ⅰ」「臨床心理学特論Ⅱ」「臨床心理面接特論Ⅰ」「臨床心理面接特論Ⅱ」「臨
床心理査定演習Ⅰ」「臨床心理査定演習Ⅱ」「臨床心理基礎実習Ⅰ」「臨床心理基礎実習Ⅱ」の
単位をすでに修得している必要があります。
◎「発達障害児援助実習」を受講するためには、
　「臨床心理学特論Ⅰ」「臨床心理学特論Ⅱ」「臨床心理面接特論Ⅰ」「臨床心理面接特論Ⅱ」「発
達障害児心理学特論」「発達障害児心理学演習」「臨床心理査定演習Ⅰ」「臨床心理査定演習Ⅱ」
「臨床心理基礎実習Ⅰ」「臨床心理基礎実習Ⅱ」の単位をすでに修得している必要があります。

⑷ 計画履修制度
学生が職業を有している等の理由により、２年の修業年限を超えて３年間にわたって計画的に
教育課程を履修し、修了することを希望する場合には、所定の手続きを経てその履修計画が認め
られます。
　この制度を利用すると、週２日、３年間の通学で修了単位を修得することが可能です。詳しく
は、次の項の履修モデルをご参照ください。

⑸ カリキュラムツリーおよび履修モデル
本学では、学習成果の達成に向けどのような授業科目が連携し、年次配当されているかを示し
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たカリキュラムツリー（表２）を策定しています。カリキュラムツリーや履習モデルを参考に、
計画的に授業を履習してください。
　２年履修型、３年履修型の履修モデルによって、順次科目を履修していくことができます（表３．
２年履修型の履修モデル、表４．３年履修型の履修モデル、参照）。計画履修制度によって３年間
の計画履修を希望する場合には、３年履修型を参考にしてください。
　時間割は変更になる場合がありますので、その際には随時新たな履修モデルをご案内します。
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ラ
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助
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習

↑
↑

前
期

学
校
臨
床
心
理
学
特
論

心
理
療
法
特
論

精
神
薬
理
学
特
論

家
族
心
理
学
特
論

Ⅲ

↑
↑

↑
↑

•
代
表
的
な
臨
床
心

理
学
的
理
論
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
。
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。
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き
る
。

臨
床
心
理
学
基
礎
科
目
（
必
修
）

精
神
医
学
関
連
科
目
（
Ｄ
群
）

基
礎
心
理
学
科
目（
Ｂ
群
）
心
理
学
研
究
基
礎
科
目（
Ａ
群
）

Ⅱ
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期
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床
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論
Ⅱ
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Ⅱ
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論

心
理
統
計
法
特
論

１
年
生

↑
↑

↑
↑

↑
↑

↑
↑

前
期

臨
床
心
理
学
特
論
Ⅰ

臨
床
心
理
面
接
特
論
Ⅰ

臨
床
心
理
基
礎
実
習
Ⅰ

臨
床
心
理
査
定
演
習
Ⅰ

発
達
障
害
児
心
理
学
特
論

精
神
医
学
特
論

教
育
心
理
学
特
論

臨
床
心
理
学
研
究
法
特
論

心
理
学
研
究
法
特
論

Ⅰ

臨
床
心
理
基
礎
演
習

H
2
8
. 3
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表３．２年履修型の履修モデル
１年次 ＊年度によって時間割が変わることがあります。当該年度の時間割表をご確認ください。

前　期 月 火 水 木 金 土

９：40

11：10 臨床心理
基礎演習

（隔週開講）11：20

12：50

17：50

19：20

臨床心理査定
演習Ⅰ 臨床心理基礎

実習Ⅰ

心理学研究法
特論

臨床心理面接
特論Ⅰ

19：30

21：00

臨床心理学
研究法特論

臨床心理学
特論Ⅰ

発達障害児
心理学特論

後　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20

臨床心理学
特論Ⅱ 臨床心理基礎

実習Ⅱ

臨床心理面接
特論Ⅱ

心理統計法
特論

19：30

21：00

発達障害児
心理学演習

臨床心理
査定演習Ⅱ

夏期集中 精神医学特論 冬期集中 発達心理学特論

＊「臨床心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」は時間割外科目です。
＊「臨床心理基礎演習」は、大学の心理学系学部・学科を卒業していない場合、必修科目となります。

２年次 ＊年度によって時間割が変わることがあります。当該年度の時間割表をご確認ください。

前　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20

学校臨床心理学
特論

精神薬理学
特論

臨床心理実習 発達障害児援助
実習

教育心理学
特論

19：30

21：00

後　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20 発達障害児援助
実習 臨床心理実習

職場メンタルヘルス
特論

19：30

21：00

臨床心理
地域援助特論

夏期集中 心理療法特論 家族心理学
特論 冬期集中 グループ・アプローチ

特論

＊「臨床心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」は時間割外科目です。
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表４．３年履修型の履修モデル
１年次 ＊年度によって時間割が変わることがあります。当該年度の時間割表をご確認ください。

前　期 月 火 水 木 金 土

９：40

11：10 臨床心理
基礎演習

11：20

12：50

17：50

19：20

臨床心理査定
演習Ⅰ

心理学
研究法特論

19：30

21：00

臨床心理学
研究法特論

臨床心理学
特論Ⅰ

後　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20

臨床心理学
特論Ⅱ

心理統計法
特論

19：30

21：00

発達障害児
心理学演習

臨床心理
査定演習Ⅱ

夏期集中 精神医学特論 冬期集中 発達心理学特論

＊「臨床心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」は時間割外科目です。
＊「臨床心理基礎演習」は、大学の心理学系学部・学科を卒業していない場合、必修科目となります。

２年次 ＊年度によって時間割が変わることがあります。当該年度の時間割表をご確認ください。

前　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20 臨床心理
基礎実習Ⅰ

臨床心理面接
特論Ⅰ

19：30

21：00

発達障害児
心理学特論

後　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20 臨床心理
基礎実習Ⅱ

臨床心理
面接特論Ⅱ

19：30

21：00

夏期集中 心理療法特論 家族心理学
特論

＊「臨床心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」は時間割外科目です。
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３年次 ＊年度によって時間割が変わることがあります。当該年度の時間割表をご確認ください。

前　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20 臨床心理
実習

発達障害児
援助実習

19：30

21：00

後　期 月 火 水 木 金 土

17：50

19：20 発達障害児
援助実習

臨床心理
実習

19：30

21：00

冬期集中 グループ・アプローチ
特論

＊「臨床心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」は時間割外科目です。
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５．実　　　習

　「臨床心理基礎実習Ⅰ」、「臨床心理基礎実習Ⅱ」、「臨床心理実習」、「発達障害児援助実習」があり、
これに併せてケース・カンファレンスが実施されます。
　実習はその多くが大学院附属施設である心理臨床相談センターで実施されます（学内実習）が、学
外協力施設においても実施されます（学外実習）。学外実習にかかる実習費及び交通費等は、実習生
の実費負担となります。

１）『臨床心理基礎実習Ⅰ』

【概　　　要】
　学内外実習施設での実習に先立ち、心理学的対人援助のための面接の基本的態度と援助技法を学
びます。最初にクライエント中心療法を基本に置いた実習方法の概要を講義形式で事前学習した後、
ロールプレイによる面接実習を展開します。
学部段階での学習の有無、臨床実践経験の有無にかかわらず基本的な技法から学ぶことになりま
すが、心理臨床を目指す者にとっては繰り返し学習することが大事だと言われています。
ロールプレイ実習は、各自が順次、カウンセラー役、クライエント役、オブザーバ－役を担当し
ながら、ミニ・カウンセリング（試行カウンセリング）を実施します。音声（または映像）記録と
逐語録を資料として、検討を行います。
　授業での検討は、技法の合評にとどまらず、心理学的援助における援助者の姿勢・態度及び援助
に対する考え方についても発展的に考え、理解を深めることをねらいとします。教員と学生が自由
に討議し合あえるようにグループ・ワーク的な運営を大事にします。
　本科目は、前期開講、１回２コマ180分、15回の科目です。

【授業担当者】
　杉山雅彦教授、佐藤佑貴准教授
　履修者を等分に２グループに分け、各グループを教員がそれぞれ担当し、授業を同時並行して展
開します。なお、グループ分けは授業担当者が行います。

【評 価 方 法】
　模擬カウンセリングの達成度に関して70％、授業内で行われる議論への参加を30％として評価し
ます。模擬カウンセリングに関する達成度は、逐語録の作成に関して30％、その分析に関し、自ら
がクライエントに与えた影響、そしてクライエントの反応の気づきに対して50％、面接の方法論に
関して20％の評価をします。
　以上の配分によって担当教員が評価します。
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２）『臨床心理基礎実習Ⅱ』

【概　　　要】
　心理臨床相談センターに相談申込をされた新規クライエントに対して教員が受理面接を行い、そ
の場にクライエントの了解を得た上で実習生が陪席します。基本的には子どもの問題のために相談
申込されたクライエントを対象とし、教員による親の受理面接及び子どもの受理面接の陪席・観察
を行います。
　また、相談内容に応じて、必要があれば子どもに対して知能検査等の心理検査を実施します。心
理検査は子どもの受理面接に陪席した実習生が担当し、担当教員のスーパーヴィジョンのもとに心
理検査報告書を作成し、提出します。
　問題の所在と見立てについて見解をまとめ、１事例ごとに全体で検討を行います。
　なお、センター実習は授業３回分９時間であり、クライエントとの調整により、平日昼間に適宜
入ります。
　本科目は、後期開講、１回２コマ180分、15回の科目です。

【授業担当者】
　杉山雅彦教授、渡部敦子准教授
　履修者を等分に２グループに分け、各グループを教員がそれぞれ担当し、授業を同時並行して展
開します。なお、グループ分けは授業担当者が行います。

【評 価 方 法】
　２回のインテイク報告の発表に関して合計80％の評価をします。特に発表が、多角的、実証的、
総合的であるかを重視します。また、発表に関する議論への参加を20％で評価します。特に積極性
と、論理性に関して重視します。
　以上の配分によって担当教員が評価します。

３）『臨床心理実習』

【概　　　要】
　「学内附属施設心理臨床相談センターでの実習」、「学外実習施設（精神科クリニック）での実習」、
「ケース・カンファレンス」の３つの内容で構成されます。これによって心理臨床家としての基本
的態度、クライエント理解の視点、関わりの実践的な方法を身につけることを目的とします。

　「学内附属施設心理臨床相談センターでの実習」は授業５回分15時間であり、「臨床心理査定演習
Ⅰ・Ⅱ」、「臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ」で学んだ理論と体験を基盤に、心理臨床相談センターにおい
て心理療法を担当します。心理療法（含む遊戯療法）は３ケース程度を担当します。担当する各ケー
スについて個別スーパーヴィジョンを受けていきます。
　「学外実習施設での実習」は、精神科クリニックにて行われている精神科患者を対象としたデイ・
ケアに、５日間（約一週間）、計30時間（授業10回分）集中的に参加します。また実習にあたって、
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事前事後学習を行います。
センター実習及び学外実習は、クライエントや学外実習施設との調整上、平日昼間あるいは土曜

日に適宜入ります。
　加えて、心理臨床相談センターにおいて担当した各事例における見立て、関わりについて多様な
方向性から検討をするため、「ケース・カンファレンス」を実施し、これに参加します。「ケース・
カンファレンス」については、『５）ケース・カンファレンス』の項をご参照ください。
本科目は、通年開講、１回２コマ180分、30回の科目です。

【授業担当者】
　Ａクラス　内藤哲雄教授、佐藤佑貴准教授
　Ｂクラス　木村泰博助教、杉山雅彦教授、渡部敦子准教授
　履修者を等分に２グループに分け、各グループを教員がそれぞれ担当し、授業を同時並行して展
開します。なお、グループ分けは授業担当者が行います。授業担当者の下線は、単位認定者です。

【評 価 方 法】
　実習の取り組み（実習回数、実習日誌の提出、参加態度など）　80％

ケースプレゼンテーション（レジュメの形式及びケースの見立て・方針の明瞭さ）　20％

以上の配分によって担当教員が評価します。

４）『発達障害児援助実習』

【概　　　要】
アスペルガー障害、高機能自閉症、ADHD（注意欠陥/多動性障害）等の発達障害を抱える子ども、
発達が気になる子どもを対象として、心理臨床相談センターにおいて発達援助実習を行います。基
本的に子ども一人ひとりに対する個別的な行動療法的アプローチを中心として、子どもたちの対人
的交流や社会生活上の適応的行動を援助し、伸ばしていくことをねらいます。センター実習と全体
での事例検討を綿密に繰り返し、履修者個人と履修者全員の事例検討力、臨床実践力を高めていく
こともねらい、学修を進めていきます。
センター実習は授業８回分24時間であり、クライエントとの調整により、平日昼間あるいは土曜
日に適宜入ります。
　本科目は、通年開講、１回２コマ180分、30回の科目です。

【授業担当者】
　板垣健太郎教授、佐藤佑貴准教授
　履修者を等分に２グループに分け、各グループを教員がそれぞれ担当し、授業を同時並行して展
開します。なお、グループ分けは授業担当者が行います。

【評価方法】
　授業参加態度（意欲・主体性）50％
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センター実習での取り組み（適切な見立てに基づく効果的な援助ができているかどうか）50％

以上の配分によって担当教員が評価します。

５）ケース・カンファレンス

ケース・カンファレンスは「臨床心理実習」の一部です。したがって、「臨床心理実習」の授業
時間内に実施します。「臨床心理実習」授業内において、年間計10回（30時間）行います。

【概　　　要】
　特定の視点に偏らない幅広い視点でクライエントを見ることを学ぶために、各自が実習で担当し
たケースをまとめ、検討されるべきポイントを提示します。ケース・カンファレンスは演習的内容
をもち、担当者が発表をし、その発表されたケースについて全員で討議を行います。

【意義及び目的】
　発表者にとっては以下のような意義及び目的を持ちます。
① 自分の担当したケースの援助過程をまとめる中で、実際に関わっている時のケース理解に
さらなる理解を加える。
② 討議における他の構成メンバーのケース理解や発表へのコメントから、ケースへの理解を
深める。
③ そしてその全過程によって、クライエントにより良い援助を提供できる臨床の力を身につ
ける。

　討議に参加するメンバーにとっては、他者のケースを通して、以下のようなことが可能となるこ
とをねらいとします。
① 客観的にアセスメントできる。
② 多様な援助の方向性への気づきを持つことができる。
③ 討議で得たことを、自分のケースの援助への力とする。

　したがってケース・カンファレンスでは、個人スーパーヴィジョンではなし得ない多様なアセス
メントと多様な方向性からの討議により、グループ全体の臨床能力を高める効果も期待されます。

【構成メンバー】
　「臨床心理実習」履修者及び授業担当教員
　上記以外の大学院学生及び心理臨床相談センター実習員及び相談員の参加を積極的に認めます。
　「臨床心理実習」担当教員以外の臨床心理学専攻教員の参加を積極的に認めます。



―　　―15

６）臨床心理ワークショップ

　「臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ」「臨床心理実習」「発達障害児援助実習」における学修を、さらに充
実・発展させた授業外の学修の機会として、臨床心理ワークショップを開催します。臨床心理ワー
クショップは、ケース発表に基づく討議や助言、講義、現場で活躍する修了生からの話題提供とディ
スカッション、最新の臨床心理学的知見や関連知識に関する研修等で構成されます。
これには、臨床心理学専攻の全教員、全学生が参加します。
計画履修生は、計画期間中２年間において参加が求められることとなります。
その他、相互研鑽の機会として、心理臨床相談センター実習員及び相談員の参加を積極的に認め

ます。

【平成29年度開催日程】
　　　平成29年10月29日㈰
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臨床心理課題研究Ⅳ 研究のまとめ
論文執筆・完成２ 年 後 期

臨床心理課題研究Ⅲ 研究実施２ 年 前 期

臨床心理課題研究Ⅱ 研究計画完成
研究準備・着手１ 年 後 期

臨床心理課題研究Ⅰ１ 年 前 期 研究テーマの確定
研究計画立案

指導教員の決定入　学　後

修士論文題目届 提出締切 11/20

修士論文研究計画発表会 10/8

修士論文中間発表会 10/8

修士論文 審査･試験 1/17

修士論文 発表会 3/1

修士論文 提出締切 1/9

６．修 士 論 文

　修士論文は、「臨床心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」を通して指導教員の指導を受けながら作成します。「臨床
心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」それぞれの単位を取得するだけでなく、提出論文の審査、試験に合格すること
によって提出論文は修士論文として認められます。
　研究を進めるにあたって、修士論文研究計画発表会にて進捗状況を発表し、さまざまな観点から助
言を受けることができます。

１）課題研究の流れ
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２）修士論文研究計画発表会

多様な観点からの助言・指導を受け、さらに研究を深め充実させていくための機会として、修士
論文研究計画発表会が開催されます。これには臨床心理学専攻の全教員と全学生が参加します。原
則として「臨床心理課題研究Ⅰ」の履修者は発表することとなりますので、研究を進めていくため
の貴重な機会としてご活用ください。

【平成29年度開催日程】
　　　平成29年10月８日㈰

３）修士論文中間発表会

修士論文の進捗状況を報告し、研究を完成させるための仕上げに向けてのディスカッションを目
的として、修士論文中間発表会を開催します。これには臨床心理学専攻の全教員と全学生が参加し
ます。原則として今年度修士論文を提出する予定の学生は発表することとなります。

【平成29年度開催日程】
　　　平成29年10月８日㈰

４）修士論文題目届

その年度において修士論文を提出し、審査を受ける学生は、修士論文提出に先立って「修士論文
題目届」を提出してください。修士論文は、原則としてこの際届け出た題目によって提出するもの
とします。ただし、どうしても修正が生じる場合には、修士論文提出時に添える「修士論文提出書」
（『６）修士論文提出書』参照）にて変更を明記し、修正後の題目によって提出することを認めます。
　提出にあたっては、必ず指導教員の承認印を得てから提出してください。なお、様式の受け取り
と提出は、駅前キャンパス事務室（教務担当）にて行ってください。

【平成29年度提出締切日時】
　　　平成29年11月20日㈪　19：30

５）修士論文及び要旨作成様式

⑴ 修士論文作成様式
【１】　形　　　式
　次のとおり定めます。
◆Ａ４版縦、片面刷り、余白は上下左右30㎜、横書き40字×30行
◆印字はワード・プロセッサーにて明朝体11ポイントを使用する。
◆本文内図表は原則として図表ごとに１頁使用し、中央に配置する。
◆本文には頁数を付す。



―　　―18

【２】　構　　　成
　原則として次のとおり定めます。
① 表紙：修士論文題目、所属専攻名、学籍番号、学生氏名、指導教員氏名を記載すること
② 目次
③ 本文
④ 引用文献
⑤ 参考文献
⑥ 付記・謝辞等
⑦ 資料：適宜資料内容を明示すること

⑵ 要旨作成様式
次のとおり定めます。
◆Ａ４版縦、余白は上下左右30㎜、横書き40字×30行
◆印字はワード・プロセッサーにて明朝体11ポイントを使用する。
◆１行目に「要旨」と明記し、２～４行目に所属専攻名、学籍番号、学生氏名を記載する。
◆本文1,000字以内

６）修士論文提出様式

次のとおり定めます。
◆審査用３部、製本用１部の計４部を、修士論文表紙と同様の内容を明記した封筒に封入し、厳
封の上、提出する。
◆審査用３部については、２穴式ファイルにて綴じ、ファイル表紙に修士論文表紙と同様の内容
を明記する。
◆製本用１部については、ファイルに綴じず、穴は開けずにクリップで留めた上で、修士論文表
紙と同様の内容を明記した封筒に封入して提出する。
◆要旨は、審査用３部についてのみ、修士論文表紙の前に綴じ提出する。
◆提出された修士論文及び要旨は返却しないが、指導事項が付され再提出となった場合のみ、製
本用１部を返却する。

７）修士論文提出書

修士論文提出時に、「修士論文提出書」を添付し、提出してください。「修士論文題目届」に記載
した題目から変更が生じた場合には、様式に沿ってその旨明記してください。
　提出にあたっては、必ず指導教員の承認印を得た上で提出してください。なお、様式の受け取り
と提出は、駅前キャンパス事務室（教務担当）にて行ってください。

【平成29年度修士論文及び要旨提出締切日時】
　　　平成30年１月９日㈫　19：30

　　　提出先は、駅前キャンパス事務室教務担当となります。
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８）修士論文再提出様式

修士論文審査終了後、指導事項がある場合は、修正の上、下記の通り手続きを行ってください。
◆指導事項に示された審査用論文必要部数および製本用１部を提出する。
◆その他の様式は、修士論文提出様式と同様です。

【修士論文再提出締切日時】
　　　平成30年１月30日㈫　19：30

　　　提出先は、駅前キャンパス事務室教務担当となります。

９）修士論文発表会

修士論文を提出し、審査・試験に合格した学生が修士論文の研究内容について発表する修士論文
発表会を開催します。これには臨床心理学専攻の全教員と全学生が参加します。発表学生にとって
は修士課程における研究の総括の機会とし、さらに参加学生にとっては、自らの研究への刺激を得
る機会とします。

【平成29年度開催日程】
　　　平成30年３月１日㈭

10）大学院生の研究に係るアンケート実施許可願

院生が学内外において研究のためにアンケート（質問紙調査等）を行う際には、「大学院生の研
究に係るアンケート実施許可願」によって研究科の許可を得る必要があります。これは、院生の研
究活動を研究科が把握し、倫理上の問題等を確認した上で、必要な支援を行うための手続きとなり
ます。許可にあたっては、「大学院生の研究に係るアンケート実施許可書」が交付されますが、交
付までには１週間程度の時間がかかりますので、余裕をもって申請してください。
　申請にあたっては、必ず指導教員の承認印を得た上で提出してください。なお、様式の受け取り
と提出は、駅前キャンパス事務室（教務担当）にて行ってください。

７．臨床心理士受験資格

　本専攻は、財団法人日本臨床心理士資格認定協会によって第１種指定校としての認定を受けてい
ます。修了により臨床心理士受験資格が取得でき、修了後直近に実施される試験を受験することが
できます。

　臨床心理士受験資格を取得希望の方は、以下の点に注意してください。
① 日本臨床心理士資格認定協会では、大学院間の単位互換を認めていません。臨床心理士受験
資格の取得を希望する場合には、本専攻にて修了に必要な全ての単位数を取得してください。
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② 修士論文が臨床心理学的研究であることが求められます。テーマ及びその内容について、指
導教員の指導を受けてください。

　なお、臨床心理士資格試験の受験を希望する場合には、所定の手続きを経て臨床心理士受験資格
証明書が交付されます（表５．臨床心理士受験資格証明書付与にかかる必要科目及び単位数、参照）。

表５．臨床心理士受験資格証明書付与にかかる必要科目及び単位数

必

修

科

目

授 業 科 目 名 単　　位

臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ・Ⅱ
臨床心理査定演習Ⅰ・Ⅱ
臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ
臨床心理実習

４　単　位
４　単　位
４　単　位
２　単　位
２　単　位

小 計 16　単　位

選

択

必

修

科

目

Ａ

群

科　　　　目　　　　名 単　　位

心理学研究法特論
心理統計法特論
臨床心理学研究法特論

２単位以上

Ｂ
群

発達心理学特論
教育心理学特論

２単位以上

Ｃ
群

家族心理学特論
職場メンタルヘルス特論

２単位以上

Ｄ

群

精神医学特論
精神薬理学特論
発達障害児心理学特論
発達障害児心理学演習

２単位以上

Ｅ

群

心理療法特論
発達障害児援助実習
学校臨床心理学特論
グループ・アプローチ特論
臨床心理地域援助特論

２単位以上

小 計 10単位以上

必修・選択必修合計 26単位以上
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８．学 生 生 活

１）学 修 場 所

福島学院大学福島駅前キャンパスにて学修します。大学院附属心理臨床相談センター（福島駅前
キャンパス３階）で、学内実習（「臨床心理基礎実習Ⅱ」「臨床心理実習」「発達障害児援助実習」）
を行います。

２）開講時間及び期間

授業科目の開講時間は、学事・行事日程で定められた授業期間内においては平日夜間（本学時間
６限17：50～19：20、７限19：30～21：00）と土曜日（後期、隔週２コマ連続開講、１限９：40～
11：10及び２限11：20～12：50）となります。その他、夏期・冬期休業期間中に集中講義（１日５
コマを３日間、９：40開始18：30終了）があります。
修士論文研究指導科目である「臨床心理課題研究Ⅰ～Ⅳ」については、決められた授業時間はあ

りません。学生が個々に学修を進め、必要に応じて適宜、指導教員の指導を受けてください。
　実習科目においては、平日昼間あるいは土曜日に実習が入ることがあります。詳細は、『「４．教
育課程と履修方法」内、３）実習』の項をご参照ください。

３）大学院生研究室

福島駅前キャンパス３階に大学院生研究室があり、院生は研究室を拠点に学修することができま
す。研究室には院生用パソコン２台とプリンターが設置してあり、ネットワーク機能が完備されて
います。また、院生が使用する個別の机には学内LANが整備されており、各自がパソコンを持ち
込めばネットワークに接続することができます。

４）大学院生談話室

福島駅前キャンパス３階には大学院生談話室（飲食可）があります。院生の集いの場として適宜
使用することができます。休憩の場として、ミーティングや打合せの場として、ご活用ください。

５）院生懇話会

院生懇話会とは、大学院生と大学院研究生のより充実した学修生活を支援するために、院生及び
研究生と教職員が年３～４回懇談を行うものです。
　院生懇話会では、授業や学修生活、研究に関することや親睦に関すること、その他懇談を必要と
すること等について、懇談を行います。

　構成メンバーは、研究科長、福島駅前キャンパス事務室長、臨床心理学専攻教員１名、臨床心理
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学専攻院生代表（１年次生、２年次生から各１名、その他年次を問わず２名：計４名）、臨床心理
学専攻研究生代表１名（半期以上在籍者とし、不在の場合には欠員とします。ただし１名しか該当
者がいず、本人が望まない場合には欠員とすることもできます）となります。
　上記の院生代表及び研究生代表を、それぞれ幹事、研究生幹事といい、それぞれ互選によって選
ばれます。幹事の中から代表幹事１名が選出されます。幹事及び研究生幹事の任務はその年度中と
し、年度毎に新たに選出されます。

　幹事及び研究生幹事は、それぞれ連絡調整を行いながら適宜他の院生や研究生との意見交換を図
り、院生懇話会にて意見を提出し、話し合うことが求められます。
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９．福島学院大学大学院規則

制定　19．４．１
改正　20．10．１
〃 　22．４．１
〃 　23．４．１
〃 　24．４．１
〃 　25．４．１
〃 　26．４．１
〃 　27．４．１
〃 　28．４．１

第１章　総　　則

（趣　旨）
第１条　この大学院規則は、福島学院大学学則第６条の２第２項の規定に基づき、福島学院大学大学

院（以下「本大学院」という。）について必要な事項を定めるものとする。

（目　的）
第２条　本大学院は、教育基本法、学校教育法に則り、学院創立者の信念である「真心こそすべての

すべて」という建学の精神に基づき、「真心」と「思いやり」を教育の根本におき広い視野に立っ
て精深な学識を授け、専攻分野における研究能力および高度の専門的職業を担うための能力
を培うことを目的とする。

２　本大学院は、前項の目的に加えて地域社会への貢献及び文化の進展に寄与することをも目的
とする。

（自己点検・評価）
第３条　本大学院は、教育研究水準の向上を図り、第２条の目的及び社会的使命を達成するため、教

育研究活動等の状況について、自ら点検・評価を行うものとする。
２　本学は、前項の措置に加え、教育研究等の総合的な状況について、文部科学省の政令で定め
る期間ごとに、認証評価機関による評価を受けるものとする。

３　点検・評価の組織および方法については別に定める。

（情報の公表）
第４条　本大学院は、学校教育法施行規則第172条の２に定める教育研究活動等の状況をホームペー

ジで公表するとともに、自己点検・評価および認証評価の概要について、刊行物もしくはホー
ムページへの掲載、その他の方法により、適宜、情報の公表を行うものとする。
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第２章　組　　織

（大学院の課程）
第５条　本大学院に修士課程を置く。

（教育方法の特例）
第５条の２　本大学院は夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な

方法により教育を行う。

（研究科および収容定員）
第６条　本大学院に、次の研究科および専攻を置く。
　　　　　心理学研究科
　　　　　　　臨床心理学専攻
　　　　　　　こども心理専攻
２　前項の学生定員は次のとおりとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　入学定員　　収容定員
　　　　　心理学研究科
　　　　　　　臨床心理学専攻　　　７名　　　　14名
　　　　　　　こども心理専攻　　　７名　　　　14名

（教育研究および人材育成の目的）
第７条　本大学院心理学研究科は、心理学領域の理論および応用を教授研究し、高度で専門的な実践

能力と研究能力を養い、心の問題の今日的な課題に対応できる心理的支援に習熟した人材を
育成する。

２　臨床心理学専攻は、病院・学校・企業・施設などの現場において、心理相談、心のケアので
きる高度な人材の育成を目指すことを目的とする。

３　こども心理専攻は、乳幼児期及び児童期における、こどもの保育・教育上の今日的課題及び
個別的課題を研究し、こども及び保護者、家族への心理相談や心のケアを通じて、保育教育
の現場に役立つ人材の育成を目指すことを目的とする。

４　教育研究および人材育成の目的については、本規則をホームページに掲載するほか、入学案
内等で公表するものとする。

第３章　学年、学期および休業日

（学　年）
第８条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
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（学　期）
第９条　学年を分けて次の二学期とする。
　　　　前期　４月１日より９月30日まで
　　　　後期　10月１日より翌年３月31日まで

（休業日）
第10条　休業日は次のとおりとする。

１．日曜日
２．国民の祝日に関する法律に定める休日
３．創立記念日　２月15日
４．春期休業
５．夏期休業
６．冬期休業
２　前項第２号および第４号から第６号の休業期間については毎年度当初に定める学事日程によ
るものとする。

３　授業回数、および実習日数の確保のため、休業日であっても授業日、もしくは実習日とする
ことがある。

４　感染症の予防上、もしくは緊急の事情により必要ある場合は、授業日であっても臨時に休業
日を設けることがある。

第４章　修業年限および在学年限

（修業年限）
第11条　修業年限は２年を標準とする。ただし、２年を超えて計画的な履修（以下「計画履修」とい

う。）を希望する場合には修業年数を４年以内とすることができる。

（在学年限）
第12条　学生は第33条に定める休学期間を含めて４年を超えて在学することはできない。

第５章　入　　学

（入学の時期）
第13条　入学の時期は、学年の始めとする。

（入学資格）
第14条　本大学院に入学することのできる者は、次によるものとする。

１．大学を卒業した者
２．独立行政法人大学評価・学位授与機構により学士の学位を授与された者
３．外国において学校教育における16年の課程を修了した者
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４．文部科学大臣の指定した者（昭和28文部省告示第５号）
５．本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があ
ると認められた者で、22歳に達した者

（入学者受入方針）
第14条の２　本大学院は、第２条に定める目的並びに第７条に定める教育研究および人材育成の目的

に基づく入学者受け入れについての方針を、入学案内等に定めて公表するものとする。

（入学の出願）
第15条　本大学院に入学を志願する者は、本学所定の書類に入学検定料を添えて願い出なければなら

ない。
２　出願の時期、方法、提出すべき書類については、別に定める。

（入学者の選考）
第16条　前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。

（入学手続および入学許可）
第17条　前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに誓約書その他本大学

院所定の書類を提出するとともに、所定の入学金および授業料等を納付しなければならない。
２　学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。

（転入学・再入学）
第18条　転入学又は再入学を希望する者については選考の上、研究科委員会の議を経て転入学又は再

入学を許可することがある。
２　前項の場合、学長が教育上有益と認めるときは、学生が本大学院に入学する前に他の大学院
（再入学の場合は本大学院を含む。）において履修した授業科目について修得した単位を、本
大学院における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。この場合、修得
したものとみなすことのできる単位数は、10単位を超えないものとする。
　ただし、本大学院において退学時と同一専攻に再入学する場合は、既修得の科目・単位に
ついて、10単位を超えて認定することがある。

第６章　教育課程および授業方法等

（教育課程の編成方針）
第19条　本大学院は第７条に定める教育研究および人材育成の目的を達成するため必要な授業科目を

開設するとともに、学位論文の作成等に対する指導（以下、「研究指導」という。）の計画を
策定し、教育課程を体系的に編成する。

２　本大学院の教育課程は、前項の方針に沿い、必修科目、選択科目を開設し、専攻毎に必要な
科目群に分けて編成する。
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３　本大学院の教育課程の編成方針は、入学案内および学生便覧（履修規程を含む。）等におい
て公表するものとする。

（授業科目および単位数）
第20条　本大学院の授業科目および単位数は、臨床心理学専攻においては別表第１、こども心理専攻

においては別表第３に定めるところによる。
２　本大学院の教育は授業科目の授業および研究指導によって行うものとする。
３　本大学院では、文部科学大臣が定めるところにより第１項に定める授業科目の一部について
は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させること
ができる。

（単　位）
第21条　各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間以外に必要な学
修を考慮して、次の基準によるものとする。
１．講義および演習については、15時間から30時間の範囲で本大学院が定める時間の授業を
もって１単位とする
２．実習については、45時間の授業をもって１単位とする

２　修士論文研究指導科目（課題研究）については、前項の規定にかかわらず必要な学修をもっ
て１単位とする。

（入学前の既修得単位の認定）
第22条　第18条に定める転入学・再入学以外で、他の大学院を修了又は中途退学し、新たに本大学院

に入学した学生の既修得単位（科目履修生として修得した単位を含む）については、学長が
教育上有益と認めたときは、本大学院における授業科目の履修により修得したとみなすこと
ができる。この場合、修得したものとみなすことのできる単位数は、10単位を超えないもの
とする。

第７章　履修要件等

（履修登録）
第23条　学生は毎学年の始めに履修する科目を選定し、履修届を提出して学長の許可を受けるものと

する。ただし、科目によっては前期途中あるいは後期に履修を受け付けることがある。

（成績評価および単位認定）
第24条　本大学院は学修成績の評価方法を次のとおり定める。

１．成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格、59点以下を不合格とする
２．単位の認定は、必要な課程として定められた時数の３分の２以上を出席し、本大学院の行
う試験、その他による成績審査に合格したものに対して行う
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　ただし、第21条第２項の授業科目については学修の成果を評価して単位を認定する
２　本大学院は学修の成果の単位認定にあたっては客観性及び厳格性を確保するため、学生に対
してその基準をあらかじめ明示すると共に、当該基準に従って適切に行うものとする。

（成績発表）
第25条　成績の発表は次の方法による。

１．発表の時期は各学期末とし、書類をもって学生に通知する
２．成績の段階は５段階とし、各評点ごとの点数は次のとおりとする

Ａ+（100～90）　　Ａ（89～80）　　Ｂ（79～70）
Ｃ　（69～60）　　 Ｄ（59以下）

　ただし、授業科目によっては単位の認定・不認定のみを記載することがある。

第８章　修士論文

（論文の内容）
第26条　心理学研究科について、学生が提出する修士論文の内容は臨床心理学専攻にあっては臨床心

理学に関するもの、こども心理専攻にあっては、こどもの心理学的課題に関するものとする。

（倫理的配慮）
第27条　指導教員は学生の修士論文作成指導にあっては、学生が被対象者の倫理的配慮に努めるよう

留意するものとする。

（論文の提出）
第28条　修士論文は、指定された期日までに提出しなければならない。

（審査会）
第29条　提出された修士論文の審査は審査会で行う。
２　審査委員は主査１名（指導教員）、副査２名（論文内容と同領域を専門とする教員１名、他

領域を専門とする教員１名）、計３名とし、専攻会議の議を経て学長が委嘱する。
３　臨床心理学専攻では、前項に定める審査委員のうち１名は臨床心理士有資格者をもって充て
るものとする。

（試　験）
第30条　修士論文の試験は審査委員３名による審査会において、修士論文の要旨の発表、および審査

委員による質疑に対する応答によって行う。
２　前項の審査会において指導事項が付された場合は、当該学生は修士論文を修正もしくは補充
のうえ、定められた期日までに再提出しなければならない。
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（評価方法）
第31条　修士論文の評価は、合・否とし、審査会の議を経て主査が決定する。

第９章　休学・復学・退学および除籍

（休　学）
第32条　病気その他の事由により、２ヶ月以上修学することができない者は、休学願を提出し、学長

の許可を得て休学することができる。

（休学期間）
第33条　休学期間は１年以内とする。

（復　学）
第34条　休学期間中、その理由が消滅した場合は、復学願を提出し、学長の許可を受けて復学するこ

とができる。

（退　学）
第35条　退学しようとする者は、退学願を提出し、学長の許可を受けなければならない。
２　前項の規定にかかわらず、懲戒による場合は第45条に定めるところによる。

（退学処分）
第35条の２　次の各号の一に該当する者は、研究科委員会の議を経て、学長が退学処分とする。

１．授業料その他の納付金の納入を怠り、督促してもなお納付しない者
２．第12条に定める在学年限を超えた者
３．第27条第２項に定める休学年限を超えた者
２　退学処分となった者の既修得単位はこれを有効とする。ただし、前項第１号による退学処分
者については納付金の有効期限内による修得単位に限るものとする。

３　退学処分の通知には第１項の該当条項を記載して本人に通知するものとする。

（除　籍）
第36条　次の各号の一つに該当する者は、研究科委員会の議を経て、学長が除籍する。

１．在学中に死亡した者
２．６カ月以上にわたり行方不明の者

第10章　修了認定および学位授与

（修了認定）
第37条　本大学院心理学研究科修士課程の修了を認定する者の要件は次のとおりとする。

１．臨床心理学専攻にあっては、必修科目24単位、選択科目10単位以上計34単位以上を修得し、
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かつ必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査および試験に合格した者。ただし、心理
系学部・学科を卒業していない者は、前項に定める単位の他に「臨床心理基礎演習」（２単位）
を必修に加えて、計36単位以上を修得するものとする。

２．こども心理専攻にあっては、必修科目10単位、選択必修科目４単位、選択科目16単位以上
計30単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査及び試験に合格
した者。

（学位の授与）
第38条　学長は、前条の規定を満たし、第７条に定める教育研究および人材育成の目的に適うと研究

科委員会で認定した者に対し、修士の学位を次のとおり授与する。
　　　　　心理学研究科
　　　　　　臨床心理学専攻　修士（臨床心理学）
　　　　　　こども心理専攻　修士（こども心理）
２　本大学院は、本条並びに前条に定める修了認定および学位授与の要件を、学位授与の方針と
して、入学案内、学生便覧（履修規程を含む。）等で公表するものとする。

（臨床心理士受験資格の取得）
第39条　本大学院心理学研究科臨床心理学専攻修士課程は公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会

の第１種指定大学院として、第２項に定める要件を満たした者に、臨床心理士受験申請資格
証明書を交付する。

２　前項の受験申請資格証明書交付の要件は次のとおりとする。
１．別表第２の必修科目から５科目16単位、選択必修科目群（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ）からそれ
ぞれ２単位以上、計10単位以上、合計26単位以上を修得している者
２．修士論文のテーマと内容が臨床心理学に関するものである者
３．本大学院の修士（臨床心理学）の学位を取得した者

第11章　科目履修生、研究生、外国人留学生、特別聴講学生

（科目履修生）
第40条　本大学院の学生以外の者で、本大学院の一、または複数の授業科目の履修を希望する者があ

る時は、本大学院の教育に支障がない限り、選考のうえ科目履修生として入学を許可するこ
とがある。

２　科目履修生に対する成績評価及び単位の認定については、第24条の規程を準用する
３　科目履修生に関する規程は別に定める。

（研究生）
第41条　本大学院において、特定の専門事項について研究することを志願する者がある時は、本大学

院の教育研究に支障のない限り、選考のうえ研究生として在籍を許可することがある。
２　研究生を志願することのできる者は次のとおりとする。
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１．修士の学位を有する者またはこれと同等以上の学力があると本大学院が認めた者
２．学士の学位を有する者またはこれと同等以上の能力があると本大学院が認めた者
３．短期大学士の学位または准学士の称号を有する者で実務経験２年以上（93単位制３年制の
卒業者もしくは短期大学１年制専攻科の修了者は１年以上）を有し、学士と同等以上の能力
があると本大学院が認めた者

３　研究生に関する規程は別に定める。

（外国人留学生）
第42条　外国人で、高等教育を受ける目的をもって入国し、本大学院に入学することを志願する者が

ある時は、選考のうえ外国人留学生として入学を許可することがある。
２　外国人留学生に関する規程は別に定める。

（特別聴講学生）
第43条　他の大学院の学生で、本大学院における特定の授業科目を履修することを希望する者がある

時は、当該大学院との協定に基づき、特別聴講学生として履修を許可することがある。
２　特別聴講学生に関する規程は、別に定める。

第12章　賞　　罰

（表　彰）
第44条　本大学院の学生にして、表彰に値する行為があった者は、研究科委員会の議を経て教授会に

諮り学長がこれを表彰する。

（懲　戒）
第45条　本大学院生にして学則その他の規則に違反し、または本大学院生としての本分に反する行為

をした者は、研究科委員会の議を経て教授会に諮り学長がこれを懲戒する。
２　前項の懲戒の種類は、退学、停学および譴責とする。
３　前項の退学は次の各号の一に該当する学生に対して行う。
１．品行不良で改善の見込がないと認められる者
２．正当な理由がなくて出席、常でない者
３．本大学院の秩序を乱した者
４．ストーカー、ハラスメント等の行為を行った者で改悛に至らない者
５．暴力等の行為を行った者
６．犯罪行為を行った者
７．その他学生としての本分に著しく反した者
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第13章　入学検定料・学費およびその他の費用

（入学検定料・入学金・授業料等）
第46条　本大学院の学費は次のとおりとする。

臨床心理学専攻　　　こども心理専攻
　　　　入学検定料 30,000円 30,000円
　　　　入学金 150,000円 150,000円
　　　　施設設備費 50,000円 50,000円
　　　　授業料　　　　年額　700,000円 500,000円
　　　　教育充実費　　年額　140,000円 140,000円
　　　　実験実習費 実費 実費

　ただし、本学学部の卒業年入学者は入学金の全額、過年度卒業者（短期大学部出身者を含
む）は入学金の半額を免除する。

２　第11条ただし書きによる、計画履修学生の授業料および教育充実費については、本人の申出
により２年間の合計額を計画年数で除した金額を毎年払い込むものとすることが出来る。

３　前項に規定する計画履修学生を除く大学院生が標準修業年限（２年）を超えて在学する場合、ま
たは計画履修学生が修業年限（３年）を超えて在学する場合の学費については次のとおりとする。
１．臨床心理学専攻
ア 修了に要する修得単位のうち「臨床心理課題研究Ⅳ」のみが不合格の場合
授業料　　　　一学期　175,000円
教育充実費　　一学期　 35,000円

イ 「臨床心理課題研究Ⅳ」を除く必修科目および選択科目の修得単位数が修了要件を満た
さない場合の授業料、教育充実費、実験実習費については第46条第１項に定めるものとす
る。

２．こども心理専攻
ア 「修士論文」のみが不合格の場合
　　授業料　　　　一学期　125,000円
　　教育充実費　　一学期　 35,000円
イ 必修科目および選択科目の修得単位数が修了要件を満たさない場合は、前号イと同様と
する。

（納入期限）
第47条　学費の納入期限は次のとおりとする。

１．入学一時金
　　入学金、施設設備費　　合格通知後の指定する日まで
２．年度納付金
　　授業料、教育充実費　　　　前期分　４月20日まで
　　　ただし新入学生については前年度　３月31日まで

後期分　９月30日まで
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２　前項第２号の年度納付金は、前期・後期一括納入することができる。
３　学費は出席の有無にかかわらず、これを納入しなければならない
４　前期または後期の途中において復学した者の納付金額は別に定める。

（納付金の返還）
第48条　前条の定めによる納入学費について、入学辞退もしくは入学後退学許可を得た場合の返還に

ついては次のとおりとする。
１．入学手続きを行なった後、入学式の前日までに文書で入学辞退を申し出た場合は、入学金
を除き、納入された学費の全額を返還する
２．入学式日以降４月末日までに退学許可を得た場合、入学金を除き施設設備費および前期分
納入学費のそれぞれ80パーセント（千円未満切捨て。以下本条において同じ）、並びに後期
分も納入した場合は後期分の全納入額を返還する
３．入学年度の５月１日から５月末日までに退学許可を得た場合、施設設備費および前期分納
入学費のそれぞれ60パーセント、並びに後期分も納入した場合は後期分の全納入額を返還す
る
４．入学年度６月１日以降の退学者については返還しない。ただし、前後期の学費を全納した
者が９月末日までに退学許可を得た場合は、後期分学費を返還する

（休学中の学費）
第49条　休学の許可を受けた者は、次学期以降の休学期間中の学費を免除する。

（学費納入の猶予）
第50条　学生もしくはその学費負担者が経済的理由、または罹災によって学費の納付が困難である場

合は、第46条に規定する学費の徴収を猶予することがある。
２　学費徴収猶予に関しては「福島学院大学学費徴収猶予規程」の定めを準用する。

第14章　教員組織および運営組織

（教員組織）
第51条　本大学院の授業および研究指導を担当する教員は、大学院設置基準に規定する次の資格を満

たす福島学院大学の専任の教員がこれを行う。ただし、特に必要のある場合は、兼任の教員
を充てることができる。
１．博士の学位を有し、研究上の業績を有する者
２．研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者
３．芸術、体育等特定の専門分野について高度の技術・技能を有する者
４．専攻分野について、特に優れた知識および経験を有する者

（研究科長）
第52条　研究科に研究科長を置く。
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２　研究科長は、研究科の専任教授をもって充てる。

（研究科委員会）
第53条　本大学院心理学研究科の運営のため、心理学研究科委員会（以下、研究科委員会という。）

を置く。
２　研究科委員会は、研究科の授業を担当する専任の教授並びに、学長、学院長および学長が指
名した教職員をもって組織する。

３　研究科委員会は、学長の承認のもとに心理学研究科長（以下、研究科長という。）が招集し
てその議長となる。

４　研究科委員会は学長が必要と認めた時は福祉学部教授会と合同で開くことができる。

（審議事項）
第54条　研究科委員会は、学長もしくは研究科長の諮問に応じて次の事項を審議し、意見を述べるも

のとする。
１．学生の入学、課程修了認定に関する事項
２．学位の授与に関する事項
３．大学院規則（教育課程を含む）に関する事項
４．学生の研究指導および教育指導に関する事項
５．入学前・入学後の他大学院および本学他専攻等における修得単位の認定に関する事項
６．学生の褒賞・懲戒に関する事項
７．その他学長が必要と認めた事項

（報告事項）
第54条の２　研究科長は直近の研究科委員会に次の事項を報告するものとする。

１．学生の留学・休学・復学に関する事項
２．学生の転学・退学に関する事項
３．計画的履修に関する事項
４．その他研究科長が必要と認めた事項

（教授会への報告）
第54条の３　学長は、前二条による審議事項および報告事項を、直近の大学教授会に報告するものと

する。

（専攻会議）
第55条　心理学研究科の専攻の運営のために専攻毎に専攻会議を置く。
２　専攻会議は専攻の授業を担当する専任の教員をもって組織する。
３　専攻会議は、心理学研究科長が招集し、その議長となる。
４　専攻会議は次の事項を審議する。
１．専攻学生の研究指導に関する事項
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２．専攻学生の教育指導に関する事項
３．実習の実施および委託並びに実習訪問に関する事項（こども心理専攻を除く）
４．ケースカンファレンスの実施に関する事項（こども心理専攻を除く）
５．教育課程およびシラバスの整合性に関する事項
６．計画履修学生の研究計画に関する事項
７．修士論文の指導に関する事項（倫理的配慮を含む）
８．FDの実施に関する事項
９．自己点検評価報告書の作成に関する事項
10．学内教員との共同研究に関する事項
11．その他学長又は研究科長の諮問又は指示する事項

第15章　教育研究施設および図書館

（教育研究施設）
第56条　本大学院の教育研究のため、研究室、演習室、実験実習室等必要な施設を置くものとする。
２　本大学院の施設は、福島学院大学の施設と共用とする。
３　本大学院の附属施設として心理臨床相談センターを置く。

（図書館）
第57条　福島学院大学の図書館に、本大学院の教育研究に必要な図書および学術雑誌を備えるものと

する。

　　附　則
　この規則は平成19年４月１日から施行する。

　　附　則
　この規則は平成20年10月１日から施行する。

　　附　則
　この規則は平成22年４月１日から施行する。

　　附　則
　この規則は平成23年４月１日から施行し、平成23年度入学生から適用する。
　ただし、第35条の２、第36条、第46条第３項については平成23年度在学生より適用する。

　　附　則
　この規則は平成24年４月１日から施行する。
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　　附　則
　この規則は平成25年４月１日から施行する。

　　附　則
　この規則は平成26年４月１日から施行し、平成26年度入学生から適用する。
　ただし、第29条第３項および第39条第１項については平成25年度入学生から適用する。

　　附　則
　この規則は平成27年４月１日から施行する。

　　附　則
　この規則は平成28年４月１日から施行する。
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別表第１（教育課程）
心理学研究科　臨床心理学専攻

授 業 科 目
単 位 数

備　　　　　　考
必修 選択

専門科目
　臨床心理学基礎科目
　　　　　臨床心理学特論Ⅰ
　　　　　臨床心理学特論Ⅱ
　　　　　臨床心理面接特論Ⅰ
　　　　　臨床心理面接特論Ⅱ
　　　　　臨床心理査定演習Ⅰ
　　　　　臨床心理査定演習Ⅱ
　　　　　臨床心理基礎実習Ⅰ
　　　　　臨床心理基礎実習Ⅱ
　　　　　臨床心理実習
　　　　　臨床心理基礎演習
（Ａ群）心理学研究基礎科目
　　　　　心理学研究法特論
　　　　　心理統計法特論
　　　　　臨床心理学研究法特論 
（Ｂ群）基礎心理学科目
　　　　　発達心理学特論
　　　　　教育心理学特論
（Ｃ群）応用心理学科目
　　　　　家族心理学特論
　　　　　職場メンタルヘルス特論
（Ｄ群）精神医学関連科目
　　　　　精神医学特論
　　　　　精神薬理学特論
　　　　　発達障害児心理学特論
　　　　　発達障害児心理学演習
（Ｅ群）臨床心理学応用科目
　　　　　心理療法特論
　　　　　発達障害児援助実習
　　　　　学校臨床心理学特論
　　　　　グループ・アプローチ特論
　　　　　臨床心理地域援助特論

２

２

２

２

２

２

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

専門科目は、必修科目24単位および選択科
目より各群２単位以上、計10単位以上修得
する。（ただし、心理学系の学部・学科卒
業者以外は、この他に臨床心理基礎演習２
単位を必修とする。）
修了要件は合計34単位以上（上記ただし書
きに該当する者は36単位以上）を修得し、
修士論文の審査および試験に合格するもの
とする。

課題研究
　　　　　臨床心理課題研究Ⅰ
　　　　　臨床心理課題研究Ⅱ
　　　　　臨床心理課題研究Ⅲ
　　　　　臨床心理課題研究Ⅳ

２

２

２

２

課題研究は、研究指導のための科目とする。
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別表第２（臨床心理士受験資格証明書付与にかかる必要科目
及び単位数）

必

修

科

目

授 業 科 目 名 単　位

臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ・Ⅱ
臨床心理査定演習Ⅰ・Ⅱ
臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ
臨床心理実習

４　単　位
４　単　位
４　単　位
２　単　位
２　単　位

小 計 16　単　位

選

択

必

修

科

目

Ａ

群

科 目 名 単　位

心理学研究法特論
心理統計法特論
臨床心理学研究法特論

２単位以上

Ｂ
群

発達心理学特論
教育心理学特論 ２単位以上

Ｃ
群

家族心理学特論
職場メンタルヘルス特論 ２単位以上

Ｄ

群

精神医学特論
精神薬理学特論
発達障害児心理学特論
発達障害児心理学演習

２単位以上

Ｅ

群

心理療法特論
発達障害児援助実習
学校臨床心理学特論
グループ・アプローチ特論
臨床心理地域援助特論

２単位以上

小 計 10単位以上

必修・選択必修合計 26単位以上

注１．必修科目の「特論」「演習」は臨床心理士資格を有する専任の教員が担当す
るものとする。

注２．必修科目の「臨床心理実習」は、学内外の実習施設において、実際に受理面接、
心理査定、心理面接などを行い、複数の指導教員によるカンファレンス、スー
パーヴィジョンなどを含むものとする。

注３．実習に関する科目は、複数の教員が担当し、すべて臨床心理士の資格を有
する者とする。

注４．必修科目および選択必修科目Ｅ群は、当該専攻（コース・領域）者に特化
して開講するものとする。
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別表第３（教育課程）
心理学研究科　こども心理専攻

授 業 科 目
単 位 数

備 考
必修 選択

専門科目
　現代こども事情関連科目

現代家族事情特論
現代こども事情特論
現代保育者事情特論
現代地域福祉事情特論

　こども心理関連科目
幼児発達心理学特論
臨床心理学特論
発達臨床学特論
教育心理学特論
家族心理学特論
発達臨床心理学特論
心理カウンセリング演習
心理学研究法特論

　こども発達障害関連科目
精神医学特論
発達障害学特論Ⅰ
発達障害学特論Ⅱ
発達障害児心理学特論
発達障害児心理学演習
音楽療法

　自由研究
自由研究Ⅰ
自由研究Ⅱ

　課題研究
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

　専門科目は、必修科目10単位、選択必修
科目４単位及び選択科目16単位以上を修得
する。
　修了要件は合計30単位以上を修得し、修
士論文の審査及び試験に合格するものす
る。

　２科目４単位以上必修とする。

課題研究は、研究指導のための科目とする。
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10．大学院計画履修細則

制定　22．４．１
改正　25．４．１

（目　的）
第１条　本細則は、福島学院大学大学院規則第11条の規定するところにより、修業年限の標準２年を

超えて、４年以内で計画的に教育課程を履修すること（以下「計画履修」という。）につい
て定めることを目的とする。

（計画年数）
第２条　計画履修制度による修業年限は４年であるが、福島学院大学大学院規則第12条に定める学生

の在学年限が同じく４年であるため、休学・留年等の事態を考慮し、同制度申請時における
計画年数は３年とする。

（申出時期）
第３条　計画履修を申出する者は、入学手続時に計画履修申出書を提出し、学長の許可を受けなけれ

ばならない。
２　前項の学長の許可は、研究科委員会の議を経て行う。

（計画年数の変更）
第４条　計画履修を許可された学生が、計画年数を短縮したい場合は、指導教員の了解を得て、学長

の許可を得なければならない。
２　前項の学長の許可は、研究科委員会の議を経て行う。
３　計画年数は、延長することができない。

（計画年数短縮に伴う授業料）
第５条　前条第１項により、計画年数を短縮する場合は、修了までに規定の授業料を完納しなければ

ならない。

　　附　則
１．本細則は、平成25年４月１日より施行する。
２．本細則の所管は、大学院心理学研究科とする。
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11．福島学院大学大学院心理学研究科臨床心理学専攻履修規程

制定　21．10．１
改正　22．４．１
〃 　23．４．１
〃 　25．４．１
〃 　26．４．１

（目　的）
第１条　この規程は本大学院（心理学研究科臨床心理学専攻）における履修について必要な事項を定

めることを目的とする。

（履修登録）
第２条　学生は大学院規則第23条に定めるところに従い、毎学年の始めに履修する科目を選定し、履

修届を福島駅前キャンパス事務室（以下「駅前キャンパス事務室」という。）に提出して学
長の許可を受けるものとする。ただし、後期開講科目については後期に履修届を受け付ける
ことがある。

（履修条件等）
第３条　前条の履修登録については次の要件を満たすものとする。

１．「発達障害児心理学演習」を履修するためには、「発達障害児心理学特論」の単位を修得し
ていなければならない。
２．「臨床心理基礎実習Ⅱ」を履修するためには、「臨床心理査定演習Ⅰ」および「臨床心理基
礎実習Ⅰ」の単位を修得していなければならない。
３．「臨床心理実習」を履修するためには、「臨床心理学特論Ⅰ」「臨床心理学特論Ⅱ」「臨床心
理面接特論Ⅰ」「臨床心理面接特論Ⅱ」「臨床心理査定演習Ⅰ」「臨床心理査定演習Ⅱ」「臨床
心理基礎実習Ⅰ」「臨床心理基礎実習Ⅱ」の８科目の単位を修得していなければならない。
４．「発達障害児援助実習」を履修するためには、「臨床心理学特論Ⅰ」「臨床心理学特論Ⅱ」「臨
床心理面接特論Ⅰ」「臨床心理面接特論Ⅱ」「発達障害児心理学特論」「発達障害児心理学演習」
「臨床心理査定演習Ⅰ」「臨床心理査定演習Ⅱ」「臨床心理基礎実習Ⅰ」「臨床心理基礎実習Ⅱ」
の10科目の単位を修得していなければならない。

２　「臨床心理基礎実習」は１年次（計画履修学生は計画期間の前半）に履修するものとし、面
接の基礎的技術を学習するものとする。

３　「臨床心理実習」については２年次（計画履修学生については計画期間の後半で第１項第３
号の条件を満たした年度）に履修しなければならない。

４　「発達障害児援助実習」については２年次（計画履修学生については３年次以降）に履修し
なければならない。

５　臨床心理課題研究については、Ⅰ～Ⅳへと順次履修するものとする。
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（臨床心理士受験資格）
第４条　本大学院は、特例民法法人日本臨床心理士資格認定協会の第１種指定校として、同協会の定

める要件を満たした者に臨床心理士資格審査のための受験申請資格証明書を交付する。

（実習要件）
第５条　「臨床心理実習」は、大学院附属施設である心理臨床相談センターおよび原則として複数の

臨床心理士が勤務する学外臨床心理関連の実習施設で体系的な実習を行うものとする。
２　前項の実習施設においては、実際に受理面接、心理査定、心理面接などを行うものとし、よ
り多くのケースを扱うものとする。また、担当する複数の教員によりケース・カンファレン
スおよびスーパービジョンを実施する。

３　原則として、１・２年次（計画履修学生の場合は計画期間中の２年間で可）の学生夏期休業
中に２回（１回２コマ）、および冬期休業期間中に１回（２コマ）、専攻所属教員全員参加に
よって行うケース・カンファレンスに参加するものとする。

（履修科目の変更）
第６条　届け出て許可された履修科目の、他の科目への変更は原則として認めない。

（履修科目の放棄）
第７条　届け出て許可された履修科目を学生が放棄する場合は、放棄届を駅前キャンパス事務室へ提

出しなければならない。
２　履修の放棄は、当該授業を開始した日から２週間以内に届出るものとし、その後は認めない
ものとする。

（出欠確認）
第８条　出欠の確認は原則として授業の開始時に行うものとし、30分以上の遅刻・早退は欠席とみな

す。ただし、30分以内の遅刻・早退は３回で１回の欠席とする。
２　学外で行う演習、実習科目の出欠確認は、当該科目担当教員もしくは当該実習機関の定める
ところによるものとする。

（成績評価）
第９条　大学院規則第24条、および同第25条に定めるところに従い、成績評価は100点満点とし、60

点以上を合格、59点以下を不合格とする。
２　前項に定める成績評価は試験等の総合評価とする。
３　Ｄの評価は成績通知書に記載するが証明書には記載しない。ただし、奨学金関係もしくは事
務上必要とされる場合は記載する。

（成績判定の方法）
第10条　学習成績の判定の方法は試験、論文、調査、実習、出席状況、口頭試問等（以下試験等とい

う）担当教員の定めるところによって行う。
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２　授業科目について、必要な時数として定められた時数の３分の１を超える時数を欠席した場
合、当該科目にかかる成績評価は行わず、「欠格」と表示することとする。

３　試験等において試験規程第３条に定める不正行為があったと認められた学生は当該試験科目
の成績を零点とする。

（懲　戒）
第11条　試験等（出席確認を含む）において二度以上の不正行為があったと認められた学生は、大学

院規則の規定に基づき、研究科委員会の議を経て教授会に諮り、学長がこれを懲戒する。

（試験等の期間）
第12条　試験等は担当教員の授業期間中に適宜に行う。

（単位の認定）
第13条　単位取得の認定は、当該授業科目の担当教員が次の条件をそなえた学生に対して行う。

１．履修を届け出て許可された者
２．学外実習を伴う実習科目については、当該現場実習について定められた全ての日数および
時数を出席した者。ただし、現場実習において病気、忌引等やむを得ない事情により欠席し
た場合で、実習期間の延長が可能な場合については当該欠席日数分を延長して補充すること
ができる。
３．前号に定める科目以外の授業科目については、必要な時数として定められた時数の３分の
２以上出席した者。この場合の出欠確認については第８条に定めるところによるものとする。
４．授業科目における試験等の結果を総合判定して学習成績の評価が60点以上の者
５．所定の学費を納入した者
２　前項第３号に定める必要時数の規定にかかわらず、大学院規則第21条第２項に定める科目に
ついては、同第24条第１項第２号ただし書きの定めるところにより、担当教員は学修の成果
を評価して単位を認定するものとする。

（追試験）
第14条　学生が次の事由により試験（論文によらずペーパーテストで行う場合。以下同じ）に出席で

きなかった場合は、速やかにその旨を駅前キャンパス事務室に連絡し、その事由を証明する
書類を添付し、追試験願を事前もしくは事後１週間以内に提出して追試験を受けることがで
きる。
１．病気（医師の診断書）
２．事故・災害（事故証明書、災害証明書）
３．交通機関の事故（事故証明書）
４．忌引（２親等までに限る。家族の証明書）
５．自宅または居所の緊急事態（公的機関または家族の証明書）
６．就職試験等（受験先又は就職課長の証明書）
７．結婚（本人又は２親等までに限る。家族の証明書）
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８．本人の不注意と認められる場合。（この場合、80点を満点とし、１科目につき追試験料
１万円を徴収する。）

２　試験開始後30分以内に学生が急病のため、受験を継続することが困難な状況に至った場合は、
試験監督員に申し出てその許可を得、さらに駅前キャンパス事務室長（不在時は室員）にそ
の状況を説明し確認を受け、１週間以内に試験監督員の退出事由に関する証明書、および原
則として医師の診断書を添付のうえ駅前キャンパス事務室に追試験願を提出し、追試験を受
験することができる。

３　試験実施日にかかり、学生に、国民体育大会や海外遠征試合等の選手として関係機関より参
加要請があり、研究科委員会の議を経て学長が参加を許可した場合は、駅前キャンパス事務
室に追試験願を提出し、追試験を受験することができる。

（再履修）
第15条　成績評価の結果不合格と判定されたものは、次の年次に再履修することができる。ただし、

特別の事情がある場合は学長が研究科委員会の議を経て許可しない場合がある。

　　附　則
　この規程は平成26年４月１日から施行する。
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12．院生懇話会規程

制定　H22．４．１
改正　H24．４．１
改正　H25．４．１

（趣　旨）
第１条　この規程は福島学院大学大学院に在学する大学院生（以下院生という。）及び半期以上の在

籍を許可された研究生（以下研究生という。）と、本大学院運営責任者等（以下運営責任者
等という。）との定例の懇談を通じて、院生、研究生の教育・研究の向上に資することを目
的とする。

（懇話会の設置）
第２条　前条に定める目的を達成するために運営責任者等及び院生、研究生の代表による院生懇話会

（以下院生懇話会という。）を専攻ごとに設置する。
２　前項において研究生が在籍していない場合は、その代表を欠員とする。

（懇話会の構成）
第３条　院生懇話会は専攻ごとに次の者を以って構成する。

１．運営責任者等として研究科長、福島駅前キャンパス事務統括部長、研究科担当教員のうち
から１名
２．院生代表（以下院生幹事という。）として標準修業年数による在籍生、１年次生、２年次
生各１名とし、院生数が多い場合、もしくは標準修業年数を超えて計画履修する院生が５名
以上いる場合は、年次を問わず１～２名
３．研究生が３名以上いる場合は、研究生代表（以下研究生幹事という。）として１名

（院生懇話会の懇談事項）
第４条　院生懇話会の懇話事項は次のとおりとする。

１．院生、研究生の教育・研究に関する事項
２．院生、研究生の親睦に関する事項
３．大学院の運営にかかる院生に関する事項
４．院生、研究生研究紀要に関する事項
５．その他特に懇談を要する事項

（院生懇話会の開催）
第５条　院生懇話会は専攻ごとに原則として月１回定例で開催するものとする。ただし、院生休業期

間中は開催しないことがある。

（院生懇話会の招集及び懇話題の通知）
第６条　院生懇話会は研究科長が代表幹事と協議して懇話題を定めるものとし、研究科長は１週間前
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までに構成員に文書で通知するものとする。

（懇話会の代表の選任）
第７条　第３条第２項の院生幹事は、各々該当する院生の互選により選出するものとする。
２　研究生幹事については前項同様互選により選出するものとする。

（代表幹事の選任）
第８条　前条に定める院生幹事のうちから、その互選により代表幹事１名を選出する。

（幹事の任務）
第９条　幹事（研究生幹事を含む。以下同じ。）は次の任務を行なう。

１．院生及び研究生の教育・研究の向上、及び院生もしくは研究生の親睦行事のため各幹事と
連絡調整を行なうこと
２．各院生もしくは研究生との意見交換を行なうこと
３．第３条に定める懇話会において、適宜意見を述べること

（代表幹事の任務）
第10条　代表幹事は各幹事の意見を集約し、第６条に定める任務を行うものとする。

（代表幹事及び幹事の任期）
第11条　代表幹事及び幹事の任期（年度途中で補充選任された場合を含む。）は当該年度間とし、年

度毎に院生の互選によって選任する。重任する場合は１期のみとする。ただし、修了する幹
事の任期については学位授与式の前日までとする。

２　前項の規程にかかわらず、研究生幹事の任期は在籍期間内のみとする。

　　附　則
１．この規程は平成25年４月１日より施行する。
２．この規程の所管は大学院心理学研究科とする。
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13．大学院研究生規程

制定　22．４．１
（目　的）
第１条　この規程は、福島学院大学大学院規則第41条第３項の規定に基づき、研究生に関する事項を

定めることを目的とする。

（研究生の種別）
第２条　研究生は次の３種とする。

１．修士研究生
　大学院規則第41条第２項第１号に定める修士の学位を有する者または同等以上と本大学院
が認めた者
２．学士研究生
　大学院規則第41条第２項第１号に定める学士
３．学士相当研究生
　大学院規則第41条第２項第３号に定める者

（許可の時期）
第３条　研究生としての在籍の許可の時期は原則として学年の始めとする。

（出　願）
第４条　研究生として志願する者は、研究生願書と研究課題及び研究計画書等所定の書類に手数料

3,000円を添えて、福島駅前キャンパス事務室に提出し、研究科長を経て学長に願い出なけ
ればならない。

２　願書には希望の指導教員を記載しなければならない。

（選　考）
第５条　学長は前条の研究志願者について、指導教員として希望のあった教員及び研究科担当教員の

１名計２名に委嘱して選考を行う。
２　学長は、前項の結果に基づき可否を決定する。
３　学長が可とした場合は、併せて指導担当教員決定を通知するものとする。

（手続及び許可）
第６条　前条の選考の結果に基づき、可の通知を受けた者は指定した期日までに研究指導料を納付し

なければならない。
２　学長は前項の研究生の手続を完了した者を研究生として在籍を許可する。

（研究在籍期間）
第７条　研究在籍期間は研究生として許可された年度内とする。ただし、引き続き研究を希望する者
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は通算２年の範囲内で許可を得て、この期間を延長することができる。
２　研究生として在籍期間中は、原則週１回指導教員の指導を受けるものとし、必ずしも大学院
研究室での在席を要しない。

（指導教員等）
第８条　研究生は特定の研究課題について、指導教員の指導を受けるほか、指導教員および授業担当

教員の許可を得て当該研究に関連のある授業を履修することができる。
この場合の履修費は、在籍期間中年間２科目までは無料とし、それ以上の科目については大
学院科目履修生規程の定めによるものとする。

（研究の修了）
第９条　研究生が所定の期間在籍し、その研究を終えた場合には、研究成果の概要等を記載した研究

修了届を、指導教員及び研究科長を経て学長に提出しなければならない。
２　学長は研究修了者に対し、本人の請求により研究修了証明書を交付することができる。

（研究指導料）
第10条　研究指導料は月額２万円とし、研究生としての在籍許可手続時に、その許可された日の属す

る月から研究修了予定の日の属する月までの全額を納付しなければならない。

（既納の研究指導料）
第11条　既納の研究指導料は返還しない。

（実験実習費）
第12条　実験実習に要する費用は研究生の負担とすることがある。

（その他）
第13条　この規程に定めるもののほか、研究生に関する事項は必要に応じて別に定めるものとする。

　　附　則
１．この規程は平成22年４月１日から施行する。
２．この規程の所管は福島駅前キャンパス事務室とする。
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